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1. 序論 
人間は生態系から様々な便益を受け取って

おり,それらを生態系サービスと呼ぶ . 世界
規模で生態系サービスの変化を評価したミレ

ニアム生態系評価(2005)において ,健康や安
全などの人間の福利に生態系サービスが大き

く貢献していることが示されている.一方で,
生態系の改変等により,その多くが劣化して
いることも同著内で指摘されている .生態系
保全のためには,サービスの定量的な評価を
行い,その持続可能な利用が福利の向上につ
ながること示し,意思決定に関わる人々の理
解を得ることが重要である.そのためには,サ
ービス間の関係を明らかにする必要があると

言われている.サービスを最大化させられる
ような景観の管理が可能になるからである. 
しかし,複数のサービス間の関係を取り扱

った事例は少なく ,日本を対象にした研究は
ほとんど行われていない.その少ない事例の
一つとして神山ら(2016)がある .石川県を対
象にサービス間のシナジー・トレードオフ解

析を行った研究で,供給サービスと他の生態
系サービスにはトレードオフが成り立つなど

の一般的に予想される異なるサービス同士の

関係を表す 3 つの仮説を,日本の地方自治体
レベルで検証している. 
しかし,一事例だけでは意思決定へこれら

の関係性を取り入れるには不十分であり ,他
地方でのさらなる検証が必要である. 
そこで本研究では ,そのような検証の基礎

とするため,三重県における生態系サービス
間のシナジー・トレードオフを調べ,先行研究
と比較し考察を行うことで ,地域固有の関係
を明らかにすることを試みた. 

2. 研究手法 
 神山ら(2016)を主に参考に ,三重県と石川
県の各市町における供給・調整・文化的サー

ビスに関するデータを収集した(表 1). 

全項目の全ての組み合わせにおける相関関

係をピアソンの相関係数を用いて解析した .
この際,市町の土地面積の影響を排除し,また
性質の異なるデータ同士を比較するため ,必
要なデータに関して各市町の面積で割り ,そ
の後標準化を行った.また,ここでは顕著な正
の相関をシナジー ,顕著な負の相関をトレー
ドオフとみなすこととする. 
次に項目の選定を行った .同じデータから

算出され,相関係数が極端な値となった農地
や森林の調整サービスを表す項目は代表する

ものを選び ,類似する項目についてはその総
和を指標とした.これにより 13 種類に絞られ
た項目に関して再度 ,相関解析を行い三重県
におけるサービス間の関係について考察した.
石川県についても同様に相関解析を行った. 

 
*, **三重大学 Mie university キーワード : 生態系 , 環境保全 , 生態系サービス

− 502 −

H30 農業農村工学会大会講演会講演要旨集[6-6]



その後,三重県と石川県の相関係数差の二
乗の算出と相関係数の差の有意性の検定を行

い,地域間のシナジー・トレードオフ構造の違
いを検証した. 
3.結果・考察 
3.1 三重県におけるサービス間の関係 
 表 2に結果を示した. 
3.1.1 同カテゴリサービス間 
各種供給サービス間では,「素材生産」と「米
生産」でトレードオフ,「畑作物生産」と「米
生産」でシナジーとなった.各種調整サービス
間では,農地の果たすサービスと森林果たす
サービス間でトレードオフとなった .これら
は森林と農地の面積のトレードオフによると

考えられる.各種文化的サービス間において
は目立った関係が見られず,先行研究で示さ
れた,文化的サービス同士にはシナジー関係
が成り立つという結果とは異なった. 
3.1.2 異なるカテゴリサービス間 
3.1.2.1 供給サービスと調整サービス 
「素材生産量」と農地の調整サービスがト

レードオフ,森林の調整サービスがシナジー
となった.逆に「米生産」が農地の調整サービ
スとシナジー,森林の調整サービスとトレー
ドオフとなり,これも農地と林地の面積のト
レードオフによると考えられる.他には「送粉
昆虫貢献」と「畑作物生産」がシナジーとな

った.同じデータから算出している影響もあ
るが,施設栽培や品種改良種が増えた現在で
も,送粉昆虫の畑作物生産への影響が大きい
ことを示している. 

3.1.2.2 供給サービスと文化的サービス 
明確な関係となったのは「米生産」と「文化

財数」のシナジーのみであった.日本では米生
産が盛んな地域で文化が発展してきたため,
シナジーとなったという先行研究の結果に一

致した.他は全体的に弱い負の相関となり,供
給サービスと他サービスがトレードオフとな

る一般的な関係を示唆している.しかし,その
中でも「貝・藻類収穫量」が「文化財数」と

若干の正の相関となった.三重県では伊勢周
辺をはじめとして,貝や藻類の生産が盛んで,
米の場合と同様にそのような地域でも文化が

発展してきた(海女文化など)背景があるので,
シナジー傾向が表れたと予想される. 
3.1.2.3 調整サービスと文化的サービス 
「文化財数」が農地の調整サービスとシナジ

ー,森林の調整サービスとトレードオフとな
り,これも米生産と文化の発展の関わり合い
のためだと予想される. 
3.2 石川県との比較 
 相関係数差の二乗はほとんどの組み合わせ

で 0 に近い値をとり,また,差の有意性の検定
で有意となったのは「素材生産量」と「貝・

藻類収穫量」の組み合わせのみで,おおむね石
川県と一致する結果となった. 
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